
授業科目名 開講
年次

開講
期間 単位数 授業

形態

精神看護学特論Ⅰ(歴史・法制度論) １ 前期 ２ 講義
30時間

担当教員 田中美惠子

授業概要

精神保健医療・看護の歴史、法制度の変遷、国際的な動向などを、文献を通して踏まえ、
現行の精神保健医療制度を批判的観点から把握するとともに、わが国における精神保健
問題の現況を把握し、今後の精神保健医療において看護職が果たすべき役割について展
望する。

到達目標

１．近代精神医学の成立から現代の精神医学に至る精神医療史を学び、歴史に胚胎する
諸問題を批判的観点から理解する。
２．古代から現代に至るまでの日本の精神医療史を学び、歴史に胚胎する諸問題を批判
的観点から理解する。
３．現代日本の精神医療保健福祉制度について学び、今後に求められる制度と看護の役
割についての見解を持つ。
４．世界の精神保健医療福祉制度の動向について学び、日本の諸制度の向かうべき方向
性についての展望を獲得する。

履修条件 特になし

授業計画

回 内容
１-２ 近代精神医学史：精神医学の成り立ちについて文献を通して理解する。
３-４ 病院精神医学の成立：病院精神医学の成立について文献を通して理解する｡
５-６ 大学精神病院の成立：大学精神病院と精神医学の成立について文献を通して

理解する。
７-８ 戦争と精神医学：戦争と精神医学の関りについて文献を通して理解する。
９-10 古代日本精神医療史：古代の日本の精神医療について文献を通して理解する。
11-12 近代日本精神医療史：近代日本の精神医療史について文献を通して理解する。
13-14 精神保健医療福祉制度：日本の精神保健医療福祉制度について文献等を通して

理解する。
15 世界の精神保健福祉：世界の精神保健福祉制度について、文献等を通して調べ、

日本の精神保健医療看護の課題を整理する。

教科書 小俣和一郎：近代精神医学の成立、人文書院、2002
八木剛平・田辺英：日本精神病治療史、金原出版、2002

参考書
岡田靖雄：日本精神科医療史、医学書院、2002
立岩真也：造反有理、精神医療現代史へ、青土社、2013
他、適宜紹介

評価方法･基準 プレゼンテーション準備度20％、講義および討議への参加度10％、レポート70％とし、
総合的に評価する。

事前･事後学習 事前に示す資料を読んでくること(１時間程度)。事後には疑問点を整理し、さらに関連
した文献等を調べ、理解を深める(２時間程度)。

備考 特になし
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